
 

不妊去勢手術をすると・・・ 

 
 
 
 

 

最最期期ままでで責責任任をを持持っってて飼飼いいままししょょうう  
飼い主には、ペットがその命を終えるまで適切に飼う責任があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○多くの親類や知人に聞いてみる    ○チラシやポスターを作成する 

○インターネットで情報を発信する   ○新聞等に広告を掲載する  

 

十数年以上生きる猫を飼育する間に、飼い主自身の病気や不慮の事故、災害など、

状況は変化するかもしれません。 

 

どうしても飼えなくなったときに、新たな飼い主を探すことも飼い主の責任です。 
 

 
 

愛護動物を捨てること（遺棄）は犯罪です。 

違反すると 1 年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処せられます。 

（「動物の愛護及び管理に関する法律」第 44 条） 

不不妊妊去去勢勢手手術術ををししままししょょうう  
飼っている猫が増えすぎて管理できなくなることのないようにしましょう。 

 

屋内で飼育する場合でも、不妊去勢手術を行いましょう。 

もし屋外に出てしまうと、地域に飼い主のいない猫を増やすことにもつながります。 

 

世世話話ををししててくくれれるる人人をを探探ししてておおききままししょょうう  

    

   

    

   

    

   

不妊去勢手術をしないと・・・ 

増 え な い 

１年後 

半年後 

１年半後… 



 
 
 

猫が外へ逃げてしまった場合、首輪に迷子札などがついて

いれば、飼い主に連絡することができます。 
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災害時には、猫を連れて避難しなければならない場合もあります。 

日頃から準備を整えておきましょう。 
 

屋屋内内でで飼飼育育ししままししょょうう  

   猫にとって、屋外は事故や感染症など危険がいっぱい！ 

排泄やいたずらなどで近隣の方に迷惑をかけないために

も、屋内で飼いましょう。 
 

＜屋内飼育で必要となるもの＞ 

○トイレ      ○つめとぎ  

○上り下りできる場所 

○適切な食事   

○くつろげる、隠れられる場所 など 

飼飼いい主主のの連連絡絡先先をを着着けけててくくだだささいい  
災害時の対策としても 

重要です！ 

○キャリーやケージに慣らしておく 

○動物用避難物資の準備（フード、水など最低５日分） 

○ワクチン接種などの健康管理 

○預け先（親戚、友人など）の確保 

 

マイクロチップを装着しておくと、万が一首輪が抜けてもリーダー（番号を

読み取る機械）があれば飼い主を特定することができます。 
 

災災害害対対策策ははででききてていいまますすかか？？  
 

    

   

    

   

    

   

逃走防止対策として、扉や窓にはロックをかけ、 

柵を設置するなどしましょう。 


